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(57)【要約】
　組成物の約３重量％～約２５重量％の炭化水素油又はその混合物と、組成物の約２重量
％～約１５重量％のシリコーン粒子又はその混合物と、組成物の約０．１重量％～約５重
量％の乳化剤又はその混合物と、組成物の約３０重量％～約９０重量％の水と、を含む水
中油型エマルションスキンケア組成物。該組成物は、閉塞性に大きな影響を与えることな
く好ましい皮膚感覚をもたらす。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水中油型エマルションスキンケア組成物であって、
　組成物の約３重量％～約２５重量％の炭化水素油又はその混合物と、
　組成物の約２重量％～約１５重量％のシリコーン粒子又はその混合物と、
　組成物の約０．１重量％～約５重量％の乳化剤又はその混合物と、
　組成物の約３０重量％～約９０重量％の水と、
　任意選択的に、更なる成分又はその混合物と、
を含む水中油型エマルションスキンケア組成物。
【請求項２】
　組成物の約５重量％～約１５重量％の前記炭化水素油を含む、請求項１に記載の組成物
。
【請求項３】
　組成物の約７重量％～約１０重量％の前記炭化水素油を含む、請求項２に記載の組成物
。
【請求項４】
　前記炭化水素油が、ワセリン、鉱油、マイクロクリスタリンワックス、ポリアルケン、
パラフィン、ケラシン、オゾケライト、ポリエチレン、ペルヒドロスクアレン、ポリアル
ファオレフィン、水素添加ポリイソブテン、及びこれらの混合物からなる群より選択され
る、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記炭化水素油が、ワセリンである、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　組成物の約３重量％～約１０重量％の前記シリコーン粒子を含む、請求項１に記載の組
成物。
【請求項７】
　組成物の約３重量％～約５重量％の前記シリコーン粒子を含む、請求項６に記載の組成
物。
【請求項８】
　前記シリコーン粒子が、シリコーン樹脂粒子、シリコーンゴム粒子、及びこれらの混合
物からなる群より選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　前記乳化剤が、疎水変性架橋ポリアクリレートポリマー及びコポリマー、ポリアクリル
アミドポリマー及びコポリマー、ポリアクリロイルジメチルタウレート、並びにこれらの
混合物からなる群より選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記更なる成分が、シリコーン油であり、前記シリコーン油が、約２重量％～約１５重
量％前記組成物中に存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　組成物の約３重量％～約１０重量％の前記シリコーン油を含む、請求項１０に記載の組
成物。
【請求項１２】
　組成物の約３重量％～約５重量％の前記シリコーン油を含む、請求項１１に記載の組成
物。
【請求項１３】
　組成物の約７重量％～約１０重量％の前記炭化水素油又はその混合物と、
　組成物の約３重量％～約５重量％の前記シリコーン粒子又はその混合物と、
　組成物の約０．５重量％～約１重量％の前記乳化剤又はその混合物と、
　組成物の約３重量％～約５重量％のシリコーン油又はその混合物と、
　組成物の約５０重量％～約８５重量％の水と、
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　任意選択的に、更なる成分又はその混合物と、
を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記更なる成分が、ビタミンＢ３化合物、美白剤、ペプチド、糖アミン、スキンコンデ
ィショニング剤、日焼け止め剤、及びこれらの混合物からなる群より選択されるスキンケ
ア活性物質である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記ビタミンＢ３化合物が、ナイアシンアミド、ナイアシンアミドの誘導体、ナイアシ
ンアミド又はナイアシンアミドの誘導体の塩類、及びこれらの混合物からなる群より選択
される、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
　皮膚の外観を改変するための活性物質；抗ニキビ活性物質；油溶性ビタミン化合物、テ
ルペンアルコール、フィトステロール、サリチル酸及びその誘導体等のβ－ヒドロキシ酸
；キレート剤；フラボノイド化合物；抗炎症剤；抗セルライト剤；落屑活性物質；酸化防
止剤／ラジカルスカベンジャー；日焼け（tanning）活性物質；皮膚鎮静又は皮膚治癒活
性物質；抗微生物又は抗真菌活性物質、及びこれらの混合物からなる群より選択される補
助成分を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１７】
　請求項１に記載の組成物を皮膚に塗布することを含む、スキンケア方法。
【請求項１８】
　請求項１４に記載の組成物を皮膚に塗布することを含む、スキンケア方法。
【請求項１９】
　スキンケア方法であって、
　ａ）ビタミンＢ３化合物、美白剤、ペプチド、糖アミン、スキンコンディショニング剤
、日焼け止め剤、及びこれらの混合物からなる群より選択されるスキンケア活性物質を含
む製剤を皮膚に塗布する工程と、
　ｂ）請求項１に記載の組成物を皮膚に塗布する工程と、
を含む方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水中油型エマルションスキンケア組成物に関する。また、本発明は、該組成
物を塗布することを含むスキンケア方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　高い閉塞性をもたらすために炭化水素油等の閉塞剤がスキンケア製品で用いられてきた
。このような高い閉塞性は、スキンケア製品に含有されるスキンケア活性物質の皮膚への
浸透を強化するので、望ましい。具体的には、閉塞剤は、皮膚上に膜を形成するので、皮
膚からの水分蒸発を防ぎ、スキンケア活性物質、特に水溶性活性物質の皮膚への吸収を強
化する。
【０００３】
　しかし、閉塞剤の配合により、スキンケア製品が、例えば、脂っぽく、べたべたした感
触等の好ましくない皮膚感覚を有するようになるので、ユーザーに好まれない。対照的に
、ユーザーは、塗布後にフレッシュな感触又はひっかかり感（draginess）が少ない等、
好ましい皮膚感覚を提供するスキンケア製品を好む。
【０００４】
　スキンケア製品の皮膚感覚を改善するために様々なアプローチが用いられている。例え
ば、１つのアプローチは、揮発性油を添加することである。低粘度環状シリコーン油等の
揮発性油は、皮膚に塗布した後に速やかに蒸発するので、皮膚との接触時にフレッシュな
感触をもたらすためにスキンケア製品において一般的に用いられている。しかし、揮発性
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油の配合は、典型的に、閉塞剤の濃度が希釈されることに起因して閉塞性を著しく低下さ
せるので、スキンケア活性物質の浸透性が低くなる。
【０００５】
　別のアプローチは、閉塞剤を含有しないか又は限られた量しか含有しない水中油型エマ
ルションを用いることである。このような水中油型エマルションは、典型的に多量の閉塞
剤を含有する油中水型エマルションよりも優れた皮膚感覚を有する。それにも拘わらず、
一方では、閉塞剤を配合しないか又は限られた量しか配合しないと、上述の通り、スキン
ケア活性物質の浸透性が低くなる。他方、水中油型エマルション中の閉塞剤の量を増加さ
せることは、皮膚感覚を悪化させるので望ましくない。結論として、好ましい皮膚感覚と
スキンケア活性物質の十分な浸透性、すなわち、高い閉塞性の両方を実現するために、現
在のスキンケア用途のための水中油型エマルションにはまだ満たされていない要求が存在
する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、閉塞性に大きな影響を与えることなく好ましい皮膚感覚を提供する水中油
型エマルションスキンケア組成物が必要とされている。本発明の目的は、好ましい皮膚感
覚に加えて比較的高い閉塞性を有する水中油型エマルションスキンケア組成物を提供する
ことである。
【０００７】
　この目的は、本発明に係る組成物によって実現可能であることが見出された。
【０００８】
　本発明の利点は、効率的であり且つユーザーが要する時間の短いスキンケ方法、すなわ
ち、特定の順序で皮膚に２つ以上の組成物を塗布する別々の工程を必要とすることなく、
単一組成物を皮膚に塗布する１工程でスキンケア活性物質の十分な浸透を提供する方法を
提供することである。
【０００９】
　本発明の更なる利点は、ユーザーにとって審美的に魅力のある水中油型エマルションス
キンケア組成物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、組成物の約３重量％～約２５重量％の炭化水素油又はその混合物と、組成物
の約２重量％～約１５重量％のシリコーン粒子又はその混合物と、組成物の約０．１重量
％～約５重量％の乳化剤又はその混合物と、組成物の約３０重量％～約９０重量％の水と
、を含む水中油型エマルションスキンケア組成物に関する。
【００１１】
　好ましくは、本発明は、組成物の約３重量％～約２５重量％の炭化水素油又はその混合
物と、組成物の約２重量％～約１５重量％のシリコーン粒子又はその混合物と、組成物の
約０．１重量％～約５重量％の乳化剤又はその混合物と、組成物の約２重量％～約１５重
量％のシリコーン油又はその混合物と、組成物の約３０重量％～約９０重量％の水と、を
含む水中油型エマルションスキンケア組成物に関する。
【００１２】
　より好ましくは、本発明は、組成物の約５重量％～約１５重量％の炭化水素油又はその
混合物と、組成物の約３重量％～約１０重量％のシリコーン粒子又はその混合物と、組成
物の約０．３重量％～約１．５重量％の乳化剤又はその混合物と、組成物の約３重量％～
約１０重量％のシリコーン油又はその混合物と、組成物の約３０重量％～約８８重量％の
水と、を含む水中油型エマルションスキンケア組成物に関する。
【００１３】
　更により好ましくは、本発明は、組成物の約７重量％～約１０重量％の炭化水素油又は
その混合物と、組成物の約３重量％～約５重量％のシリコーン粒子又はその混合物と、組
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成物の約０．５重量％～約１重量％の乳化剤又はその混合物と、組成物の約３重量％～約
５重量％のシリコーン油又はその混合物と、組成物の約５０重量％～約８５重量％の水と
、を含む水中油型エマルションスキンケア組成物に関する。
【００１４】
　本発明は、更に、該組成物を皮膚に塗布する工程を含むスキンケア方法に関する。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　用語の定義
　本明細書で使用するとき、用語「スキンケア製品」は、皮膚を処理若しくは手入れする
ため、又は何らかの形で保湿、改善、若しくは洗浄するために用いられる製品を意味する
。スキンケア製品としては、皮膚保湿剤、皮膚洗浄剤、スキントリートメントエマルショ
ン、化粧水、皮膚治療製品、皮膚角質除去剤（skin exfoliants）、シェービングクリー
ム、スキンマスク等が挙げられるが、これらに限定されない。
【００１６】
　本明細書で使用するとき、用語「スキンケア組成物」は、スキンケア製品の主要部分を
構成する組成物を意味する。スキンケア組成物は、一般的に、皮膚を処理、保湿、改善、
又は洗浄する機能をもたらすスキンケア活性物質を含む。
【００１７】
　本明細書で使用するとき、用語「水中油型エマルション」は、油が分散液体であり、水
溶液が連続相であるエマルションを指す。
【００１８】
　本明細書で使用するとき、用語「油中水型エマルション」は、水が連続油相中の分散相
であるときのエマルションを指す。
【００１９】
　本明細書で使用するとき、用語「閉塞性」は、皮膚を膜で覆い、それによって皮膚から
の水分蒸発を防ぐことを指す。用語「閉塞剤」は、スキンケア製品に配合したとき、閉塞
性の機能をもたらす材料を意味する。閉塞剤は、典型的に、比較的高い閉塞性を有する。
【００２０】
　本明細書で使用するとき、用語「皮膚感覚」は、ユーザーが製品についてどのように感
じるかというスキンケア製品についてのユーザーの知覚を指す。本発明では、フレッシュ
な感触及びひっかかり感の基準が、皮膚感覚を特徴付けるために用いられる。
【００２１】
　本明細書において使用するとき、用語「不揮発性」とは、２５℃、１気圧において２６
．７Ｐａ（０．２ｍｍ　Ｈｇ）以下の蒸気圧を示す物質、及び／又は１気圧で少なくとも
３００℃の沸点を有する物質、を意味する。用語「揮発性」は、本明細書で使用するとき
、本明細書において定義した「不揮発性」に当てはまらない全ての物質を指す。
【００２２】
　本明細書で使用するとき、「１つの（ａ及びａｎ）」を包含する項目は、請求項に使用
するとき、請求又は記載されているものの１つ又はそれ以上を意味すると理解される。
【００２３】
　本明細書で使用するとき、用語「含む（comprise, comprises, comprising）」、「包
含する（include, includes, including）」、「含有する（contain, contains, contain
ing）」は、非限定的である、すなわち、最終結果に影響を及ぼすことのない他の工程及
び他の成分を加えることができることを指す。上記用語には、「からなる」及び「から本
質的になる」という用語が包含される。
【００２４】
　スキンケア組成物
　本発明の水中油型エマルションスキンケア組成物は、組成物の約３重量％～約２５重量
％の炭化水素油又はその混合物と、組成物の約２重量％～約１５重量％のシリコーン粒子
又はその混合物と、組成物の約０．１重量％～約５重量％の乳化剤又はその混合物と、組
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成物の約３０重量％～約９０重量％の水と、任意選択的に、更なる成分又はその混合物と
、を含む。
【００２５】
　好ましくは、本明細書における組成物は、組成物の約５重量％～約１５重量％の炭化水
素油又はその混合物と、組成物の約３重量％～約１０重量％のシリコーン粒子又はその混
合物と、組成物の約０．３重量％～約１．５重量％の乳化剤又はその混合物と、組成物の
約３０重量％～約９０重量％の水と、任意選択的に、更なる成分又はその混合物と、を含
む。より好ましくは、該組成物は、組成物の約７重量％～約１０重量％の炭化水素油又は
その混合物と、組成物の約３重量％～約５重量％のシリコーン粒子又はその混合物と、組
成物の約０．５重量％～約１重量％の乳化剤又はその混合物と、組成物の約５０重量％～
約８５重量％の水と、任意選択的に、更なる成分又はその混合物と、を含む。
【００２６】
　好ましくは、本明細書における組成物は、更なる成分又はその混合物を含む。好ましい
実施形態では、更なる成分は、シリコーン油、スキンケア活性物質、及びこれらの混合物
からなる群より選択される。
【００２７】
　好ましくは、本明細書における組成物は、１つ以上の補助成分を含む。
【００２８】
　炭化水素油
　本発明の水中油型エマルションスキンケア組成物は、組成物の約３重量％～約２５重量
％の量の炭化水素油又はその混合物を含む。好ましくは、炭化水素油は、組成物の約５重
量％～約１５重量％、より好ましくは約７重量％～約１０重量％の量で組成物中に存在す
る。
【００２９】
　炭化水素油の好ましい例としては、ワセリン、鉱油、マイクロクリスタリンワックス、
ポリアルケン、パラフィン、ケラシン、オゾケライト、ポリエチレン、ペルヒドロスクア
レン、ポリアルファオレフィン、水素添加ポリイソブテン、及びこれらの混合物が挙げら
れる。炭化水素油の最も好ましい例は、ワセリン（例えば、Ｐｅｒｆｅｃｔａ（登録商標
）ワセリン、Ｓｏｎｎｅｂｏｒｎ，Ｉｎｃから入手可能）である。
【００３０】
　理論に束縛されるものではないが、本明細書における炭化水素油は、組成物において閉
塞剤として機能する。炭化水素油は、常温（２５℃）で固体又は半固体である。皮膚に塗
布したとき、炭化水素油は、皮膚上に膜を形成し、皮膚からの水の蒸発を防ぐので、皮膚
の表面に水を保持する。したがって、スキンケア活性物質、特に水溶性剤の溶解状態が維
持され、その皮膚への吸収が強化される。
【００３１】
　更に、多量の閉塞剤、例えば、５０％超の炭化水素油を含有する組成物と比べて、限ら
れた量の閉塞剤、例えば、２５％未満の炭化水素油しか含有しない水中油型エマルション
は、典型的に、同じ組成物中に油溶性活性物質及び水溶性活性物質が配合されていること
からユーザーにとって審美的により魅力的であることに加えて、脂っぽさ及び重さが低減
される。
【００３２】
　シリコーン粒子
　本発明の水中油型エマルションスキンケア組成物は、組成物の約２重量％～約１５重量
％の量のシリコーン粒子又はその混合物を含む。好ましくは、シリコーン粒子は、組成物
の約３重量％～約１０重量％、より好ましくは約３重量％～約５重量％の量で組成物中に
存在する。
【００３３】
　好ましくは、本明細書で使用するのに好適なシリコーン粒子は、シリコーン樹脂粒子、
シリコーンゴム粒子、及びこれらの混合物からなる群より選択される。好ましい実施形態
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では、シリコーン粒子は、球形シリコーン樹脂粒子、球形シリコーンゴム粒子、及びこれ
らの混合物からなる群より選択される。別の好ましい実施形態では、シリコーン粒子は、
シリコーン樹脂粒子とシリコーンゴム粒子との混合物である。
【００３４】
　好ましくは、本明細書におけるシリコーン粒子は、シリコーン樹脂粒子である。より好
ましくは、シリコーン粒子は、球形シリコーン樹脂粒子である。更により好ましくは、シ
リコーン粒子は、約０．０１μｍ～約５μｍ、好ましくは約０．１μｍ～約４μｍ、より
好ましくは約１μｍ～約３μｍ、更により好ましくは約２μｍの平均粒径を有する。
【００３５】
　非常に好ましい実施形態では、シリコーン粒子は、ポリメチルシルセスキオキサン（例
えば、ＫＭＰ－５９０、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから入手可能）である。
【００３６】
　本発明では、出願人は、驚くべきことに、水中油型エマルションスキンケア組成物中の
シリコーン粒子と炭化水素油との組み合わせが、特定の濃度以下で、閉塞性に大きな影響
を与えることなく好ましい皮膚感覚を実現することを見出した。具体的には、このような
組み合わせ、すなわち、組成物の約２重量％～約１５重量％のシリコーン粒子と組成物の
約３重量％～約２５重量％の炭化水素油との組み合わせは、好ましい皮膚感覚、特にフレ
ッシュな感触の改善及びひっかかり感の低減とともに、比較的高い閉塞性を実現すること
が見出された。
【００３７】
　乳化剤
　本発明の水中油型エマルションスキンケア組成物は、組成物の約０．１重量％～約５重
量％の量の乳化剤又はその混合物を含む。好ましくは、乳化剤は、組成物の約０．１重量
％～約２重量％、より好ましくは約０．３重量％～約１．５重量％、更により好ましくは
約０．５重量％～約１重量％の量で組成物中に存在する。本明細書における乳化剤は、一
般的に、水中油型エマルションにおいて、不連続相を連続相に分散及び懸濁させるのを補
助する。
【００３８】
　広範な従来の乳化剤が、本明細書で使用するのに好適である。乳化剤の好ましい例とし
ては、疎水変性架橋ポリアクリレートポリマー及びコポリマー、ポリアクリルアミドポリ
マー及びコポリマー、並びにポリアクリロイルジメチルタウレートが挙げられる。乳化剤
のより好ましい例としては、商品名Ｐｅｍｕｌｅｎ（商標）ＴＲ－１、Ｐｅｍｕｌｅｎ（
商標）ＴＲ－２（全てＬｕｂｒｉｚｏｌから入手可能）を有するアクリレート／Ｃ１０－
３０アルキルアクリレートクロスポリマー；商品名ＡＣＲＹＳＯＬ（商標）２２（Ｒｏｈ
ｍ　ａｎｄ　Ｈａｓｓ製）を有するアクリレート／ステアレス－２０メタクリレートコポ
リマー；商品名ＳＥＰＩＧＥＬ　３０５（Ｓｅｐｐｉｃ製）を有するポリアクリルアミド
が挙げられる。
【００３９】
　非常に好ましい実施形態では、本明細書で使用される乳化剤は、組成物の約０．３重量
％～約１．５重量％、好ましくは約０．５重量％～約１重量％、より好ましくは約０．５
重量％の量で存在するアクリレート／Ｃ１０～３０アルキルアクリレートクロスポリマー
（例えば、Ｐｅｍｕｌｅｎ（商標）ＴＲ－２、Ｌｕｂｒｉｚｏｌから入手可能）である。
【００４０】
　シリコーン油
　本発明の水中油型エマルションスキンケア組成物は、更なる成分としてシリコーン油又
はその混合物を含んでよい。本明細書におけるシリコーン油の好適なレベルは、組成物の
約２重量％～約１５重量％、好ましくは約３重量％～約１０重量％、より好ましくは約３
重量％～約５重量％である。
【００４１】
　本明細書におけるシリコーン油は、当該技術分野において周知の任意のシリコーン油か
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ら選択してよい。シリコーン油は、米国特許第４，７８１，９１７号（Ｌｕｅｂｂｅら、
１９８８年１１月１日発行）に開示されており、その全体を参照により本明細書に組み込
む。１つの実施形態では、本明細書におけるシリコーン油は、揮発性シリコーン油、不揮
発性シリコーン油、及びこれらの混合物からなる群より選択される。
【００４２】
　好ましい実施形態では、本明細書におけるシリコーン油は、揮発性シリコーン油である
。より好ましくは、本明細書におけるシリコーン油は、直鎖状揮発性シリコーン油、環状
揮発性シリコーン油、及びこれらの混合物からなる群より選択される。直鎖状揮発性シリ
コーン油は、一般に、２５℃で５Ｅ－６ｍ2／ｓ（５センチストークス）未満の粘度を有
するが、環状シリコーン油は、２５℃で１Ｅ－５ｍ2／ｓ（１０センチストークス）未満
の粘度を有する。更に、様々なシリコーン物質についての記述は、Ｔｏｄｄ　ｅｔ　ａｌ
．，「Ｖｏｌａｔｉｌｅ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｆｌｕｉｄｓ　ｆｏｒ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ
ｓ」，Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ　ａｎｄ　Ｔｏｉｌｅｔｒｉｅｓ，９１：２７～３２（１９７
６）に見出され、その全体を本明細書に参照により組み込む。
【００４３】
　より好ましい実施形態では、本明細書におけるシリコーン油は、以下の式：
【００４４】
【化１】

　（式中、ｎは３～７である）に対応する揮発性シリコーン油；以下の式：
　（ＣＨ3）3　Ｓｉ－－Ｏ－－［Ｓｉ（ＣＨ3）2－Ｏ］m－－Ｓｉ（ＣＨ3）3

　（式中、ｍは１～７である）に対応する直鎖状揮発性シリコーン；及び分枝状揮発性シ
リコーン、からなる群より選択される。揮発性シリコーン油の好ましい例としては、様々
な粘度のシクロメチコン、例えば、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）２００、Ｄｏｗ
　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）２４４、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）２４５、Ｄ
ｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）３４４、及びＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）３
４５、ＸＩＡＭＥＴＥＲ（登録商標）ＰＭＸ－０２４５（全てＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇか
ら入手可能）；ＳＦ－１２０４及びＳＦ－１２０２（全てＭｏｍｅｎｔｉｖｅから入手可
能）、ＧＥ　７２０７及び７１５８（全てＧｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃｏ．か
ら入手可能）；ＳＷＳ－０３３１４（ＳＷＳ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓから入手可能）；並び
にＫＦ－９９５（Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから入手可能）が挙げられる。
直鎖状揮発性シリコーン油の好ましい例としては、ＫＦ－９６Ａ－１ｃｓ、ＫＦ－９６Ｌ
－１．５ｃｓ、ＫＦ－９６Ｌ－２ｃｓ、ＫＦ９６Ａ－５ｃｓ（全てＳｈｉｎ－Ｅｔｓｕ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌより入手可能）が挙げられる。分枝状揮発性シリコーン油の好ましい例
としては、ＴＭＦ－１．５（Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから入手可能）が挙
げられる。シリコーン油の最も好ましい例は、シクロペンタシロキサン（例えば、ＳＦ－
１２０２、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅから入手可能）である。
【００４５】
　シリコーン油、特に揮発性シリコーン油は、フレッシュな感触をもたらすためにスキン
ケア組成物で用いられている。しかし、このような揮発性シリコーン油の配合は、典型的
に、閉塞性を著しく低下させるので、スキンケア活性物質の浸透性が低くなる。対照的に
、出願人は、驚くべきことに、水中油型エマルションスキンケア組成物においてシリコー
ン油と炭化水素油及びシリコーン粒子とを合わせると、特定の濃度以下で、閉塞性を著し
く損なわせることなく優れた皮膚感覚が実現されることを見出した。具体的には、このよ
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うな組み合わせ、すなわち、組成物の約３重量％～約２５重量％の炭化水素油と、組成物
の約２重量％～約１５重量％のシリコーン粒子と、組成物の約２重量％～約１５重量％の
シリコーン油との組み合わせは、閉塞性を著しく損なわせることなく、優れた皮膚感覚を
実現する、特にフレッシュな感触を実質的に改善し、ひっかかり感を低減することを見出
した。
【００４６】
　スキンケア活性物質
　スキンケア活性物質又はその混合物は、更なる成分として本発明の水中油型エマルショ
ンスキンケア組成物中に存在してもよく、及び／又は本発明の組成物を塗布する前に皮膚
に塗布される製剤中に存在してもよい。ある実施形態では、スキンケア活性物質は、本発
明の組成物を塗布する前に皮膚に塗布される製剤中に存在する。好ましい実施形態では、
スキンケア活性物質は、本発明の組成物中に存在する。理論に束縛されるものではないが
、本組成物又は本組成物を塗布する前に皮膚に塗布される製剤は、様々なスキンケア活性
物質の配合に多用途性をもたらすと考えられる。
【００４７】
　本明細書で使用するためのスキンケア活性物質は、皮膚の処理、保湿、改善、又は洗浄
の機能をもたらす任意のスキンケア活性物質であってよい。１つの実施形態では、本明細
書におけるスキンケア活性物質は、それがもたらす効果によって、又は予測される作用機
序によって分類することができる。ただし、本明細書におけるスキンケア活性物質は、場
合によっては、１つ超の効果をもたらしたり、１つ超の作用機序を介して機能したりする
と理解するべきである。したがって、本明細書における分類は便宜上実施されたものであ
って、スキンケア活性物質を、列挙した特定の用途に制限することを意図するものではな
い。
【００４８】
　好ましい実施形態では、本明細書におけるスキンケア活性物質は、ビタミンＢ３化合物
、美白剤、ペプチド、糖アミン、スキンコンディショニング剤、日焼け止め剤、及びこれ
らの混合物からなる群より選択される。
【００４９】
　ビタミンＢ3化合物
　ナイアシンアミド等のビタミンＢ３化合物は、本明細書で使用するための好ましいスキ
ンケア活性物質である。本組成物において又は本組成物を塗布する前に皮膚に塗布される
製剤において用いられるとき、ビタミンＢ３化合物は、組成物又は製剤の約０．１重量％
～約３０重量％、好ましくは約１重量％～約２０重量％、より好ましくは約２重量％～約
１０重量％存在する。
【００５０】
　本明細書で使用するとき、用語「ビタミンＢ３化合物」とは、以下の式：
【００５１】
【化２】

　（式中、Ｒは、－ＣＯＮＨ2（すなわち、ナイアシンアミド）、－ＣＯＯＨ（すなわち
、ニコチン酸）又は－ＣＨ2ＯＨ（すなわち、ニコチニルアルコール）；これらの誘導体
；及び前述のいずれかの塩である）を有する化合物を意味する。前述のビタミンＢ３化合
物の代表的な誘導体としては、非血管拡張性のニコチン酸のエステル（例えば、トコフェ
リルニコチネート）、ニコチニルアミノ酸、カルボン酸のニコチニルアルコールエステル
、ニコチン酸－Ｎ－オキシド、及びナイアシンアミド－Ｎ－オキシドを含むニコチン酸エ
ステルが挙げられる。
【００５２】
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　美白剤
　美白剤は、本組成物及び／又は本組成物を塗布する前に皮膚に塗布される製剤中に含ま
れてよい。本明細書で使用するとき、用語「美白剤」とは、皮膚の外観を変化させるだけ
でなく、処理前と比較して、色素沈着過度を更に改善する活性成分を指す。本組成物にお
いて又は本組成物を塗布する前に皮膚に塗布される製剤において用いられるとき、美白剤
は、組成物又は製剤の約０．１重量％～約１０重量％、好ましくは約０．２重量％～約５
重量％存在する。
【００５３】
　１つの実施形態では、本明細書における美白剤は、アスコルビン酸化合物、アゼライン
酸、ブチルヒドロキシアニソール、没食子酸及びその誘導体、ヒドロキノイン、コウジ酸
、アルブチン、クワ抽出物、ウンデシレノイルフェニルアラニン、セチルピリジニウムク
ロリド、グリシリジン酸、テトラヒドロクルクミン、及びこれらの混合物からなる群より
選択される。
【００５４】
　美白剤の好ましい例は、以下の式：
【００５５】
【化３】

　（式中、Ｖ及びＷは、独立して、－ＯＨであり、Ｒ1は、－ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2ＯＨ及
びこれらの塩類である）を有するアスコルビン酸化合物である。より好ましくは、本明細
書におけるアスコルビン酸化合物は、アスコルビン酸塩又はその誘導体であり、例えば、
当該技術分野において周知の方法によって調製したナトリウム、カリウム、リチウム、カ
ルシウム、マグネシウム、バリウム、アンモニウム、及びプロタミン塩等が挙げられるが
、これらに限定されない、当該技術分野において周知の無毒のアルカリ金属、アルカリ土
類金属、及びアンモニウム塩である。
【００５６】
　ペプチド
　ジ－、トリ－、テトラ－、及びペンタペプチド、並びにこれらの誘導体が挙げられるが
、これらに限定されないペプチドが、本組成物に及び／又は本組成物を塗布する前に皮膚
に塗布される製剤に、含まれてよい。本明細書で使用するとき、用語「ペプチド」とは、
天然ペプチドと合成ペプチドの両方を指す。また、ペプチドを含有する天然由来の組成物
及び市販の組成物も本明細書で有用である。
【００５７】
　本組成物において又は本組成物を塗布する前に皮膚に塗布される製剤において用いられ
るとき、ペプチドは、安全且つ有効な量、好ましくは組成物又は製剤の約１×１０-6重量
％～約１０重量％、より好ましくは約１×１０-6重量％～約０．１重量％、更により好ま
しくは約１×１０-5重量％～約０．０１重量％存在する。
【００５８】
　糖アミン
　糖アミンは、本組成物中に及び／又は本組成物を塗布する前に皮膚に塗布される製剤中
に、含まれてよい。本明細書で使用するとき、用語「糖アミン」とは、６炭糖のアミン誘
導体を意味する。
【００５９】
　本明細書における糖アミンの好ましい例としては、グルコサミン、Ｎ－アセチルグルコ
サミン、マンノサミン、Ｎ－アセチルマンノサミン、ガラクトサミン、Ｎ－アセチルガラ
クトサミンが挙げられる。糖アミンのより好ましい例は、グルコサミンである。更に、２
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つ以上の糖アミンの組み合わせを使用してもよい。
【００６０】
　本組成物において又は本組成物を塗布する前に皮膚に塗布される製剤において用いられ
るとき、本明細書における糖アミンは、組成物又は製剤の約０．００１重量％～約２０重
量％、好ましくは約１重量％～約１０重量％、より好ましくは約２重量％～約５重量％存
在する。
【００６１】
　スキンコンディショニング剤
　スキンコンディショニング剤は、本組成物に及び／又は本組成物を塗布する前に皮膚に
塗布される製剤に、含まれてよい。好ましくは、このようなスキンコンディショニング剤
は、湿潤剤、角質除去剤、皮膚軟化剤、及びこれらの混合物からなる群より選択される。
【００６２】
　湿潤剤は、保湿したり、鱗屑を低減したり、皮膚から積層鱗屑が除去されるように促し
たりするための、多価アルコールである。典型的な多価アルコールとしては、ポリアルキ
レングリコール、より好ましくはアルキレンポリオール及びその誘導体が挙げられる。湿
潤剤の好ましい例は、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ポリプロピレン
グリコール、ポリエチレングリコール、ソルビトール、ヒドロキシプロピルソルビトール
、ヘキシレングリコール、１，３－ブチレングリコール、１，２，６－ヘキサントリオー
ル、エトキシル化グリセリン、プロポキシル化グリセリン、及びこれらの混合物である。
最も好ましい湿潤剤は、グリセリンである。
【００６３】
　角質除去剤は、Ｃ２～Ｃ３０アルファ－ヒドロキシカルボン酸、ベータ－ヒドロキシカ
ルボン酸、これら酸の塩類、及びこれらの混合物からなる群より選択してよい。角質除去
剤の好ましい例は、グリコール酸、乳酸、及びサリチル酸、並びにこれらのアンモニウム
塩類である。
【００６４】
　皮膚軟化剤は、炭化水素、脂肪酸、脂肪族アルコール、エステル、及びこれらの混合物
からなる群より選択してよい。
【００６５】
　本組成物において又は本組成物を塗布する前に皮膚に塗布される製剤において用いられ
るとき、スキンコンディショニング剤は、組成物又は製剤の約１重量％～約６０重量％、
好ましくは約２重量％～約５０重量％、より好ましくは約５重量％～約４０重量％存在す
る。
【００６６】
　日焼け止め剤
　日焼け止め剤は、本組成物に及び／又は本組成物を塗布する前に皮膚に塗布される製剤
に、含まれてよい。本明細書で使用するとき、用語「日焼け止め剤」は、一般的に、紫外
線の曝露による角質層の過剰な鱗屑及び質感変化を防ぐものである。
【００６７】
　広範な従来の日焼け止め剤が、本明細書で使用するのに適している。日焼け止め剤の好
ましい例としては、メトキシケイ皮酸オクチル、サリチル酸オクチル、オクトクリレン、
アボベンゾン、ホモサラート、オクチルトリアゾン、及びこれらの混合物が挙げられる。
他の従来の日焼け止め剤もまた本明細書で有用である。このような剤としては、例えば、
ブチルメトキシジベンゾイル－メタン、２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾ－フェノン
、２－フェニルベンゾイミダゾール－５－スルホン酸、オクチルジメチル－ｐ－アミノ安
息香酸、２－エチルヘキシルＮ，Ｎ－ジメチル－ｐ－アミノベンゾエート、ｐ－アミノ安
息香酸、オキシベンゾン、４－イソプロピルジベンゾイルメタン、３－ベンジリデンカン
ファー、３－（４－メチルベンジリデン）カンファーが挙げられる。
【００６８】
　本組成物において又は本組成物を塗布する前に皮膚に塗布される製剤において用いられ
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るとき、日焼け止め剤は、組成物又は製剤の約０．１重量％～約２０重量％、好ましくは
約０．５重量％～約１０重量％、より好ましくは約１重量％～約５重量％存在する。的確
な量は、選択した日焼け止め剤及び所望の太陽光線保護指数（ＳＰＦ）に応じて変化する
。ＳＰＦは、通常使用されている、紅斑に対する日焼け止め剤の光防護の尺度である。Ｆ
ｅｄｅｒａｌ　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ，Ｖｏｌ．４３，Ｎｏ．１６６，ｐｐ．３８２０６～３
８２６９（１９７８年８月２５日）を参照のこと。
【００６９】
　補助成分
　種々の補助成分を本発明の組成物に配合してよい。好ましくは、本明細書における補助
成分は、皮膚の外観を改変するための活性物質；抗ニキビ活性物質；油溶性ビタミン化合
物、テルペンアルコール、フィトステロール、サリチル酸及びその誘導体等のβ－ヒドロ
キシ酸；キレート剤；フラボノイド化合物；抗炎症剤；抗セルライト剤；落屑活性物質；
酸化防止剤／ラジカルスカベンジャー；日焼け（tanning）活性物質；パンテノン酸誘導
体（パンテノール、デクスパンテノール、エチルパンテノールを含む）、アロエベラ、ア
ラントイン、ビサボロール及びグリチルリチン酸二カリウム等の皮膚鎮静又は皮膚治癒活
性物質；抗微生物又は抗真菌活性物質、及びこれらの混合物からなる群より選択される。
【００７０】
　組成物の調製
　本発明の水中油型エマルションスキンケア組成物は、一般的に、スキンケア組成物製造
の技術分野において公知であるような従来の方法によって調製される。このような方法は
、通常、加熱、冷却、真空の適用等を用いて又は用いずに、成分を１つ以上の工程で混合
して比較的均一な状態にすることを含む。製品形態の非限定的な例は、ゲル、エマルショ
ン、ローション、クリーム、軟膏、溶液、液体等であってよい。
【００７１】
　本明細書における組成物は、
　ａ）７０℃～７５℃で炭化水素油とシリコーン粒子との組み合わせを加熱し、次いで、
１０００ｒｐｍ～３０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって該組み合わせを乳化剤
と混合する工程と、
　ｂ）１０００ｒｐｍ～３０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって工程ａ）で得ら
れた組み合わせを７０℃～７５℃の水と混合する工程と、
　ｃ）工程ｂ）で得られた組み合わせを８０００ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍのホモジナイ
ザーで８分間～１２分間ホモジナイズして、該組み合わせの粒径を低下させ、水中油型エ
マルションを形成する工程と、によって調製してよく、
　該組成物において、該炭化水素油は、組成物の約３重量％～約２５％の量で存在し、該
シリコーン粒子は、組成物の約２重量％～約１５重量％の量で存在し、界面活性剤は、組
成物の約０．１重量％～約５重量％の量で存在し、水は、組成物の約３０重量％～約９０
重量％で存在する。
【００７２】
　好ましい実施形態では、本明細書における組成物は、
　ａ）７０℃～７５℃で炭化水素油とシリコーン粒子との組み合わせを加熱し、次いで、
１０００ｒｐｍ～３０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって該組み合わせを乳化剤
と混合する工程と、
　ｂ）１０００ｒｐｍ～３０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって工程ａ）で得ら
れた組み合わせを７０℃～７５℃の水と混合する工程と、
　ｃ）工程ｂ）で得られた組み合わせを８０００ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍのホモジナイ
ザーで８分間～１２分間ホモジナイズして、該組み合わせの粒径を低下させる工程と、
　ｄ）工程ｃ）で得られた組み合わせの温度が３５℃未満になったら、該組み合わせにシ
リコーン油を添加し、混合し、次いで、混合物を８０００ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍのホ
モジナイザーで８分間～１２分間ホモジナイズして水中油型エマルションを形成する工程
と、によって調製され、
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　該組成物において、該炭化水素油は、組成物の約３重量％～約２５％の量で存在し、該
シリコーン粒子は、組成物の約２重量％～約１５重量％の量で存在し、界面活性剤は、組
成物の約０．１重量％～約５重量％の量で存在し、該シリコーン油は、約２重量％～約１
５重量％の量で存在し、水は、組成物の約３０重量％～約９０重量％で存在する。
【００７３】
　より好ましい実施形態では、本明細書における組成物は、
　ａ）７０℃～７５℃で炭化水素油とシリコーン粒子との組み合わせを加熱し、次いで、
１０００ｒｐｍ～３０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって該組み合わせを乳化剤
と混合する工程と、
　ｂ）１０００ｒｐｍ～３０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって工程ａ）で得ら
れた組み合わせを７０℃～７５℃の水と混合する工程と、
　ｃ）工程ｂ）で得られた組み合わせを８０００ｒｐｍ～１２０００ｒｐｍのホモジナイ
ザーで８分間～１２分間ホモジナイズして、該組み合わせの粒径を低下させ、水中油型エ
マルションを形成する工程と、
　ｄ）工程ｃ）で得られた組み合わせの温度が３５℃未満になったら、該組み合わせにシ
リコーン油及びビタミンＢ３化合物を添加し、混合し、次いで、混合物を８０００ｒｐｍ
～１２０００ｒｐｍのホモジナイザーで８分間～１２分間ホモジナイズして水中油型エマ
ルションを形成する工程と、によって調製され、
　該組成物において、該炭化水素油は、組成物の、約３重量％～約２５％の量で存在し、
該シリコーン粒子は、約２重量％～約１５重量％の量で存在し、界面活性剤は、約０．１
重量％～約５重量％の量で存在し、該シリコーン油は、約２重量％～約１５重量％の量で
存在し、該ビタミンＢ３化合物は、約１重量％～約２０重量％の量で存在し、水は、約３
０重量％～約９０重量％で存在する。
【００７４】
　スキンケア方法
　本発明のスキンケア方法は、水中油型エマルションスキンケア組成物を皮膚に塗布する
ことを含み、該組成物は、組成物の約３重量％～約２５重量％の炭化水素油又はその混合
物と、組成物の約２重量％～約１５重量％のシリコーン粒子又はその混合物と、組成物の
約０．１重量％～約５重量％の乳化剤又はその混合物と、組成物の約３０重量％～約９０
重量％の水と、任意選択的に、更なる成分又はその混合物と、を含む。
【００７５】
　１つの実施形態では、本明細書におけるスキンケア方法は、多段階方法、例えば、二段
階方法である。本明細書で使用するとき、用語「多段階」とは、２つ以上の組成物を特定
の順序で皮膚に塗布する別々の工程を必要とすることを指す。好ましくは、スキンケア方
法は、ａ）スキンケア活性物質を含む製剤を皮膚に塗布する工程と、ｂ）本発明の組成物
を皮膚に塗布する工程と、を含む。より好ましい実施形態では、本明細書におけるスキン
ケア活性物質は、ビタミンＢ３化合物、美白剤、ペプチド、糖アミン、スキンコンディシ
ョニング剤、日焼け止め剤、及びこれらの混合物からなる群より選択される。
【００７６】
　別の実施形態では、本明細書におけるスキンケア方法は、一段階方法である。本明細書
で使用するとき、用語「一段階」とは、２つ以上の組成物を特定の順序で皮膚に塗布する
別々の工程を必要とすることなく、単一の組成物を皮膚に塗布することを指す。好ましく
は、スキンケア方法は、組成物を皮膚に塗布することを含み、該組成物は、約３重量％～
約２５重量％の炭化水素油又はその混合物と、組成物の約２重量％～約１５重量％のシリ
コーン粒子又はその混合物と、組成物の約０．１重量％～約５重量％の乳化剤又はその混
合物と、組成物の約３０重量％～約９０重量％の水と、スキンケア活性物質又はその混合
物と、を含む。より好ましい実施形態では、スキンケア活性物質は、ビタミンＢ３化合物
、美白剤、ペプチド、糖アミン、スキンコンディショニング剤、日焼け止め剤、及びこれ
らの混合物からなる群より選択される。
【００７７】
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　当該技術分野では、多段階スキンケア方法は、一般的に、一段階方法によりも時間がか
かるにも拘わらず、スキンケア活性物質の皮膚への浸透がより有効であると考えられる。
典型的に、多段階方法は、スキンケア活性物質を含む第１の組成物を皮膚に塗布する工程
と、次いで、閉塞剤を含有し且つ高い閉塞性を有する第２の組成物を皮膚に塗布して、該
スキンケア活性物質の皮膚への十分な浸透を確実にする工程と、を含む。しかし、本発明
では、出願人は、驚くべきことに、組成物の約３重量％～約２５重量％の炭化水素油又は
その混合物と、組成物の約２重量％～約１５重量％のシリコーン粒子又はその混合物と、
組成物の約０．１重量％～約５重量％の乳化剤又はその混合物と、組成物の約３０重量％
～約９０重量％の水又はその混合物と、スキンケア活性物質又はその混合物と、を含む水
中油型エマルションスキンケア組成物が、比較的高い閉塞性をもたらすので、他の組成物
を塗布する別々の工程を必要することなく、組成物中に含有されているスキンケア活性物
質の皮膚への浸透を強化することを見出した。
【００７８】
　試験方法
　Ｉ．スキンケア組成物の閉塞性を決定する方法
　前記方法は、コラーゲンフィルム（Ｎａｔｕｒｉｎ　ＣＯＦＦＩ　Ｊ）が半透膜として
配置されている標準化ステンレス鋼試験チャンバを用いる。カップに塩化カルシウム（１
０ｇ）を満たし、試験する材料（０．５３５ｇ）を膜の粗面上にコーティングする。試験
チャンバを閉じ、最初に２５℃／６０％ＲＨの温度管理されている室内に１時間置き、次
いで、４０℃／７５％ＲＨの室内に２４時間置く。試験期間後、カップの重量を測定する
。また、塩化物を除去した後のカップの重量も測定する。ＣａＣｌ2による水蒸気の吸収
を閉塞性の計算に用いる。
【００７９】
　以下の式を用いて閉塞性を計算する：
　閉塞性（％）＝１００－（（カップの総重量－ＣａＣｌ2を含まないカップの重量）－
１０（元のＣａＣｌ2）×１０．０）
【００８０】
　ＩＩ．スキンケア組成物の皮膚感覚を決定する方法
　合計１０人の資格のあるパネリストが試験に参加した。ボランティアの前腕を石鹸で洗
い、水でよくすすぎ、紙タオルで拭いて完全に乾かした。０．１ｍＬの試験製品及びベー
スラインを前腕に塗布した。試験製品対ベースラインの特性を両側スケール（－３～＋３
）で評価した。「０」は、コントロールと比べて差がないことを示す。結果は、試験に参
加した１０人のボランティアの平均値である。
【００８１】
　「フレッシュな感触」は、べたべたしていない特性を指し、正の特性と呼ばれる。正の
値のフレッシュな感触は、ベースラインよりも優れたフレッシュな感触を意味し、その絶
対値が大きいほど、ベースラインに対してより大きな差があることを意味する。
【００８２】
　「ひっかかり感」は、皮膚に塗布されている間に製品によって生じる抵抗を指す。負の
値のひっかかり感は、ベースラインよりもひっかかり感に優れていることを意味し、その
絶対値が大きいほどベースラインに対してより大きな差を有することを意味する。
【実施例】
【００８３】
　本明細書に記載の実施例は、本発明を例示することを意味するが、本発明の範囲を制限
又は他の方法で定義するために使用するものではない。実施例１Ａ～１Ｉは、本発明に係
る実施例であり、実施例２Ａ～２Ｄは、比較例である。
【００８４】
　実施例１Ａ～１Ｉ：水中油型エマルションスキンケア組成物の処方
　列挙された成分を列挙された比率（重量％）で含む下記の組成物を作製する。
【００８５】



(15) JP 2015-515500 A 2015.5.28

10

20

30

40

50

【表１】

　ａ　Ｐｅｒｆｅｃｔａ（登録商標）ワセリンは、Ｓｏｎｎｅｂｏｒｎ，Ｉｎｃから入手
可能である。
　ｂ　ＫＭＰ－５９０は、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから入手可能なポリメ
チルシルセスキオキサンである。
　ｃ　ＳＦ－１２０２は、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅから入手可能なシクロペンタシロキサンで
ある。
　ｄ　Ｐｅｍｕｌｅｎ（商標）ＴＲ－２は、Ｌｕｂｒｉｚｏｌから入手可能なアクリレー
ト／Ｃ１０～３０アルキルアクリレートクロスポリマーである。
【００８６】
　実施例１Ａの組成物の調製
　実施例１Ａの組成物を、
　ａ）７０℃でＰｅｒｆｅｃｔａ（登録商標）ワセリンとＫＭＰ－５９０との組み合わせ
を加熱し、２０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって前記組み合わせをＰｅｍｕｌ
ｅｎ（商標）ＴＲ－２と混合する工程と、
　ｂ）２０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって工程ａ）で得られた組み合わせを
７０℃の水と混合する工程と、
　ｃ）工程ｂ）で得られた組み合わせを１００００ｒｐｍのＴＫ　Ｒｏｂｏｍｉｃｓホモ
ジナイザーで１０分間ホモジナイズして、前記組み合わせの粒径を低下させ、水中油型エ
マルション組成物を形成する工程と、によって調製し、
　前記組成物において、Ｐｅｒｆｅｃｔａ（登録商標）ワセリンは、組成物の７．５重量
％の量で存在し、ＫＭＰ－５９０は、組成物の７．５重量％の量で存在し、Ｐｅｍｕｌｅ
ｎ（商標）ＴＲ－２は、組成物の０．５重量％の量で存在し、水は、組成物の８４．５重
量％の量で、存在する。
【００８７】
　実施例１Ｂの組成物の調製
　実施例１Ｂの組成物を、
　ａ）７０℃でＰｅｒｆｅｃｔａ（登録商標）ワセリンとＫＭＰ－５９０との組み合わせ
を加熱し、２０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって前記組み合わせをＰｅｍｕｌ
ｅｎ（商標）ＴＲ－２と混合する工程と、
　ｂ）２０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって工程ａ）で得られた組み合わせを
７０℃の水と混合する工程と、
　ｃ）工程ｂ）で得られた組み合わせを１００００ｒｐｍのＴＫ　Ｒｏｂｏｍｉｃｓホモ
ジナイザーで１０分間ホモジナイズして、前記組み合わせの粒径を低下させる工程と、
　ｄ）工程ｃ）で得られた組み合わせの温度が３５℃未満になったら、前記組み合わせに
ナイアシンアミドを添加し、混合し、次いで、混合物を１００００ｒｐｍのＴＫ　Ｒｏｂ
ｏｍｉｃｓホモジナイザーで１０分間ホモジナイズして水中油型エマルションを形成する
工程と、によって調製し、
　前記組成物において、Ｐｅｒｆｅｃｔａ（登録商標）ワセリンは、組成物の、７．５重
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量％の量で存在し、ＫＭＰ－５９０は、７．５重量％の量で存在し、Ｐｅｍｕｌｅｎ（商
標）ＴＲ－２は、０．５重量％の量で存在し、ナイアシンアミドは、５重量％の量で存在
し、水は、７９．５重量％の量で、存在する。
【００８８】
　実施例１Ｃの組成物の調製
　実施例１Ｃの組成物は、Ｐｅｒｆｅｃｔａ（登録商標）ワセリンが、組成物の、１５重
量％の量で存在し、水が７７重量％の量で存在することを除いて、実施例１Ａと同じ工程
によって調製する。
【００８９】
　実施例１Ｄの組成物の調製
　実施例１Ｄの組成物を、
　ａ）７０℃でＰｅｒｆｅｃｔａ（登録商標）ワセリンとＫＭＰ－５９０との組み合わせ
を加熱し、２０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって前記組み合わせをＰｅｍｕｌ
ｅｎ（商標）ＴＲ－２と混合する工程と、
　ｂ）２０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって工程ａ）で得られた組み合わせを
７０℃の水と混合する工程と、
　ｃ）工程ｂ）で得られた組み合わせを１００００ｒｐｍのＴＫ　Ｒｏｂｏｍｉｃｓホモ
ジナイザーで１０分間ホモジナイズして、前記組み合わせの粒径を低下させる工程と、
　ｄ）工程ｃ）で得られた組み合わせの温度が３５℃未満になったら、前記組み合わせに
ＳＦ－１２０２を添加し、混合し、次いで、混合物を１００００ｒｐｍのＴＫ　Ｒｏｂｏ
ｍｉｃｓホモジナイザーで１０分間ホモジナイズして水中油型エマルションを形成する工
程と、によって調製し、
　前記組成物において、Ｐｅｒｆｅｃｔａ（登録商標）ワセリンは、組成物の、７．５重
量％の量で存在し、ＫＭＰ－５９０は、３．７５重量％の量で存在し、Ｐｅｍｕｌｅｎ（
商標）ＴＲ－２は、０．５重量％の量で存在し、ＳＦ－１２０２は、３．７５重量％の量
で存在し、水は、８４．５重量％の量で、存在する。
【００９０】
　実施例１Ｅの組成物の調製
　実施例１Ｅの組成物を、
　ａ）７０℃でＰｅｒｆｅｃｔａ（登録商標）ワセリンとＫＭＰ－５９０との組み合わせ
を加熱し、２０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって前記組み合わせをＰｅｍｕｌ
ｅｎ（商標）ＴＲ－２と混合する工程と、
　ｂ）２０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって工程ａ）で得られた組み合わせを
７０℃の水と混合する工程と、
　ｃ）工程ｂ）で得られた組み合わせを１００００ｒｐｍのＴＫ　Ｒｏｂｏｍｉｃｓホモ
ジナイザーで１０分間ホモジナイズして、前記組み合わせの粒径を低下させる工程と、
　ｄ）工程ｃ）で得られた組み合わせの温度が３５℃未満になったら、前記組み合わせに
ＳＦ－１２０２及びナイアシンアミドを添加し、混合し、次いで、混合物を１００００ｒ
ｐｍのＴＫ　Ｒｏｂｏｍｉｃｓホモジナイザーで１０分間ホモジナイズして水中油型エマ
ルションを形成する工程と、によって調製し、
　前記組成物において、Ｐｅｒｆｅｃｔａ（登録商標）ワセリンは、組成物の、７．５重
量％の量で存在し、ＫＭＰ－５９０は、３．７５重量％の量で存在し、Ｐｅｍｕｌｅｎ（
商標）ＴＲ－２は、０．５重量％の量で存在し、ＳＦ－１２０２は、３．７５重量％の量
で存在し、ナイアシンアミドは、５重量％の量で存在し、水は、組成物の７９．５重量％
の量で、存在する。
【００９１】
　実施例１Ｆの組成物の調製
　以下を除いて実施例１Ｄと同じ工程によって実施例１Ｆを調製する：Ｐｅｒｆｅｃｔａ
（登録商標）ワセリンは、組成物の、２０重量％の量で存在し、ＫＭＰ－５９０は、１０
重量％の量で存在し、Ｐｅｍｕｌｅｎ（商標）ＴＲ－２は、０．５重量％の量で存在し、
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ＳＦ－１２０２は、１０重量％の量で存在し、水は、５９．５重量％の量で、存在する。
【００９２】
　実施例１Ｇの組成物の調製
　以下を除いて実施例１Ｄと同じ工程によって実施例１Ｇを調製する：Ｐｅｒｆｅｃｔａ
（登録商標）ワセリンは、組成物の、１５重量％の量で存在し、ＫＭＰ－５９０は、７．
５重量％の量で存在し、Ｐｅｍｕｌｅｎ（商標）ＴＲ－２は、０．５重量％の量で存在し
、ＳＦ－１２０２は、７．５重量％の量で存在し、水は、６９．５重量％の量で、存在す
る。
【００９３】
　実施例１Ｈの組成物の調製
　以下を除いて実施例１Ｄと同じ工程によって実施例１Ｈを調製する：Ｐｅｒｆｅｃｔａ
（登録商標）ワセリンは、組成物の、１５重量％の量で存在し、ＫＭＰ－５９０は、５重
量％の量で存在し、Ｐｅｍｕｌｅｎ（商標）ＴＲ－２は、０．５重量％の量で存在し、Ｓ
Ｆ－１２０２は、５重量％の量で存在し、水は、７４．５重量％の量で、存在する。
【００９４】
　実施例１Ｉの組成物の調製
　以下を除いて実施例１Ｄと同じ工程によって実施例１Ｉを調製する：Ｐｅｒｆｅｃｔａ
（登録商標）ワセリンは、組成物の、５重量％の量で存在し、ＫＭＰ－５９０は、５重量
％の量で存在し、Ｐｅｍｕｌｅｎ（商標）ＴＲ－２は、０．５重量％の量で存在し、ＳＦ
－１２０２は、５重量％の量で存在し、水は、８４．５重量％の量で、存在する。
【００９５】
　比較例２Ａ～２Ｄ：水中油型エマルションスキンケア組成物の比較処方
　列挙された成分を列挙された比率（重量％）で含む以下の比較組成物を作製する。
【００９６】
【表２】

　ａ　Ｐｅｒｆｅｃｔａ（登録商標）ワセリンは、Ｓｏｎｎｅｂｏｒｎ，Ｉｎｃから入手
可能である。
　ｂ　ＫＭＰ－５９０は、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから入手可能なポリメ
チルシルセスキオキサンである。
　ｃ　ＳＦ－１２０２は、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅから入手可能なシクロペンタシロキサンで
ある。
　ｄ　Ｐｅｍｕｌｅｎ（商標）ＴＲ－２は、Ｌｕｂｒｉｚｏｌから入手可能なアクリレー
ト／Ｃ１０～３０アルキルアクリレートクロスポリマーである。
【００９７】
　比較例２Ａの組成物の調製
　実施例２Ａの組成物を、
　ａ）７０℃でＰｅｒｆｅｃｔａ（登録商標）ワセリンを加熱し、２０００ｒｐｍの剪断
力を適用することによってそれをＰｅｍｕｌｅｎ（商標）ＴＲ－２と混合する工程と、
　ｂ）２０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって工程ａ）で得られた組み合わせを
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７０℃の水と混合する工程と、
　ｃ）工程ｂ）で得られた組み合わせを１００００ｒｐｍのＴＫ　Ｒｏｂｏｍｉｃｓホモ
ジナイザーで１０分間ホモジナイズして、前記組み合わせの粒径を低下させ、水中油型エ
マルション組成物を形成する工程と、によって調製し、
　前記組成物において、Ｐｅｒｆｅｃｔａ（登録商標）ワセリンは、組成物の、１０重量
％の量で存在し、Ｐｅｍｕｌｅｎ（商標）ＴＲ－２は、０．５重量％の量で存在し、水は
、８９．５重量％の量で、存在する。
【００９８】
　比較例２Ｂの組成物の調製
　実施例２Ｂの組成物を、
　ａ）７０℃でＰｅｒｆｅｃｔａ（登録商標）ワセリンを加熱し、２０００ｒｐｍの剪断
力を適用することによってそれをＰｅｍｕｌｅｎ（商標）ＴＲ－２と混合する工程と、
　ｂ）２０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって工程ａ）で得られた組み合わせを
７０℃の水と混合する工程と、
　ｃ）工程ｂ）で得られた組み合わせを１００００ｒｐｍのＴＫ　Ｒｏｂｏｍｉｃｓホモ
ジナイザーで１０分間ホモジナイズして、前記組み合わせの粒径を低下させる工程と、
　ｄ）工程ｃ）で得られた組み合わせの温度が３５℃未満になったら、前記組み合わせに
ＳＦ－１２０２を添加し、混合し、次いで、混合物を１００００ｒｐｍのＴＫ　Ｒｏｂｏ
ｍｉｃｓホモジナイザーで１０分間ホモジナイズして水中油型エマルションを形成する工
程と、によって調製され、
　前記組成物において、Ｐｅｒｆｅｃｔａ（登録商標）ワセリンは、組成物の７．５重量
％の量で存在し、Ｐｅｍｕｌｅｎ（商標）ＴＲ－２は、組成物の０．５重量％の量で存在
し、ＳＦ－１２０２は、組成物の７．５重量％の量で存在し、水は、組成物の８４．５重
量％の量で、存在する。
【００９９】
　比較例２Ｃの組成物の調製
　実施例２Ｃの組成物を、
　ｅ）７０℃でＰｅｒｆｅｃｔａ（登録商標）ワセリンとＫＭＰ－５９０との組み合わせ
を加熱し、次いで、２０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって前記組み合わせをＰ
ｅｍｕｌｅｎ（商標）ＴＲ－２と混合する工程；
　ｆ）２０００ｒｐｍの剪断力を適用することによって工程ａ）で得られた組み合わせを
７０℃の水と混合する工程と、
　ｇ）工程ｂ）で得られた組み合わせを１００００ｒｐｍのＴＫ　Ｒｏｂｏｍｉｃｓホモ
ジナイザーで１０分間ホモジナイズして、前記組み合わせの粒径を低下させる工程と、
　ｈ）工程ｃ）で得られた組み合わせの温度が３５℃未満になったら、前記組み合わせに
ＳＦ－１２０２を添加し、混合し、次いで、混合物を１００００ｒｐｍのＴＫ　Ｒｏｂｏ
ｍｉｃｓホモジナイザーで１０分間ホモジナイズして水中油型エマルションを形成する工
程と、によって調製し、
　前記組成物において、Ｐｅｒｆｅｃｔａ（登録商標）ワセリンは、組成物の３０重量％
の量で存在し、ＫＭＰ－５９０は、組成物の１５重量％の量で存在し、Ｐｅｍｕｌｅｎ（
商標）ＴＲ－２は、組成物の０．５重量％の量で存在し、ＳＦ－１２０２は、組成物の１
５重量％の量で存在し、水は、組成物の３９．５重量％の量で、存在する。
【０１００】
　比較例２Ｄの組成物の調製
　以下を除いて実施例２Ｃと同じ工程によって実施例２Ｄを調製する：Ｐｅｒｆｅｃｔａ
（登録商標）ワセリンは、組成物の２重量％の量で存在し、ＫＭＰ－５９０は、組成物の
１．５重量％の量で存在し、Ｐｅｍｕｌｅｎ（商標）ＴＲ－２は、組成物の０．５重量％
の量で存在し、ＳＦ－１２０２は、組成物の１．５重量％の量で存在し、水は、組成物の
９４．５重量％の量で、存在する。
【０１０１】
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　実施例１及び２の比較データ
　実施例１Ａ、１Ｃ、１Ｄ、１Ｆ～１Ｉ、及び２Ａ～２Ｄの組成物の閉塞性及び皮膚感覚
を測定する比較実験を実施する。実験結果を表３に示す。
【０１０２】
　閉塞性は、本明細書に上記したスキンケア組成物の閉塞性を決定する方法に従って測定
する。閉塞性の値が７０％しかないと、ナイアシンアミドが皮膚に良好に浸透しないこと
に留意すべきである。
【０１０３】
　皮膚感覚は、本明細書に上記したスキンケア組成物の皮膚感覚を決定する方法に従って
測定する。実施例２Ａは、フレッシュな感触及びひっかかり感のデータを得るためのベー
スラインとして用いる。
【０１０４】
【表３】

【０１０５】
　表３に示す通り、本発明に係る水中油型エマルションスキンケア組成物（実施例１Ａ、
１Ｃ、１Ｄ、１Ｆ、１Ｇ、１Ｈ、及び１Ｉ）は、閉塞性に大きな影響を与えることなく好
ましい皮膚感覚を示すが、一方、本発明の範囲外である比較組成物（実施例２Ｂ、２Ｃ、
及び２Ｄ）は、負の皮膚感覚又は比較的低い閉塞性を示す。具体的には、実施例１Ａは、
実施例１Ａにおけるシリコーン粒子の量が実施較例２Ｂにおけるシリコーン油の量と同じ
であるにも拘わらず、実施例２Ｂ（７５．１％）よりも遥かに高い値の閉塞性（８８．２
％）を示す。更に、実施例２Ｃは、かなり高い値の閉塞性（９６．５％）を有するにも拘
わらず、かなり負の皮膚感覚、すなわち、低い値のフレッシュな感触（－０．２）及び高
い値のひっかかり感（０．５）を示す。対照的に、実施例１Ｆは、実施例２Ｃとほぼ同じ
閉塞性の値（９５．６％）に加えて、正の皮膚感覚、すなわち、０．３の値のフレッシュ
な感触及び－０．４の値のひっかかり感を示す。更に、実施例２Ｄは、かなり低い値の閉
塞性（７０．５％）及びベースラインに近い皮膚感覚を示す。対照的に、実施例１Ｉは、
優れた皮膚感覚、すなわち、０．９の値のフレッシュな感触及び－１．１の値のひっかか
り感を示すが、閉塞性の値（７８．０％）は、低過ぎない。
【０１０６】
　全ての百分率、比率、及び割合は、特に指示がない限り、全組成物の重量を基準とする
。全ての温度は、特に断らない限り、摂氏温度（℃）である。特別の定めのない限り、測
定は全て２５℃で行われる。構成成分又は組成物の濃度は全て、その構成成分又は組成物
の活性レベルに関するものであり、市販の供給源に存在し得る不純物、例えば、残留溶媒
又は副生成物は除外される。
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【０１０７】
　本明細書の全体を通じて与えられるすべての最大の数値限定は、それよりも小さい数値
限定を、そうしたより小さい数値限定があたかも本明細書に明確に記載されているものと
して包含するものと理解すべきである。本明細書全体を通して記載される全ての最小数値
限定は、このようなより高い数値限定が本明細書に明示的に記載されているかのように、
全てのより高い数値限定を含む。本明細書全体を通して記載される全ての数値範囲は、こ
のようなより狭い数値範囲が本明細書に明示的に記載されているかのように、このような
より広い数値範囲内の全てのより狭い数値範囲を含む。
【０１０８】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと理
解されるべきではない。むしろ、特に断らないかぎり、そのような寸法のそれぞれは、記
載された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば
、「４０ｍｍ」として開示された寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する。
【０１０９】
　相互参照されるか又は関連する全ての特許又は特許出願を含む、本願に引用される全て
の文書を、特に除外すること又は限定することを明言しない限りにおいて、その全容にわ
たって本願に援用するものである。いずれの文献の引用も、こうした文献が本願で開示又
は特許請求される全ての発明に対する先行技術であることを容認するものではなく、また
、こうした文献が、単独で、あるいは他の全ての参照文献とのあらゆる組み合わせにおい
て、こうした発明のいずれかを参照、教示、示唆又は開示していることを容認するもので
もない。更に、本文書において、用語の任意の意味又は定義の範囲が、参考として組み込
まれた文書中の同様の用語の任意の意味又は定義と矛盾する場合には、本文書中で用語に
割り当てられる意味又は定義に準拠するものとする。
【０１１０】
　本発明の特定の実施形態が例示され記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく他の様々な変更及び修正を実施できることが、当業者には自明であろう。し
たがって、本発明の範囲内にあるそのようなすべての変更及び修正を添付の特許請求の範
囲で扱うものとする。
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